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大型サンプル用研磨 ･ ポリッシング装置 XL シリーズ 
平坦研磨専用装置 Q グラインド XL / 研磨 ･ ポリッシング装置 Q ポル XL

展示機
あります

Q グラインド XL

Q ポル XL

Q グラインド XL
Q グラインド XL は、研磨砥石で効率よく平面研磨を行う床上型の頑丈な平坦
( 面出し ) 研磨専用装置です。
< 主な特徴 >
 ● 床上型の頑丈な粗研磨専用装置
 ● 強力な中央荷重研磨ヘッド
 ● 研磨ヘッドの回転数を選択可能
 ● 研削量制御：0.1~5mm ( 表示精度：0.1mm)
 ● 砥石を定期的に自動ドレッシング
 ● プロセスの効率化を推進する自動サンプル洗浄システム ( オプション )
 ● タッチパネル式ユーザーインターフェイス
 ● 強固なアルミニウム筐体と粉体塗装

Q ポル XL
Q ポル XL は、Φ 300~350 mm の作業ホイールが使用できる自動研磨 ･ ポリッ
シング装置です。特に大型サンプルの研磨・ポリッシング作業に適した構造お
よび機能が充実しています。
< 主な特徴 >
 ● Φ 300~350mm 作業ホイールの使用が可能なパワフルな駆動
 ● ステンレス鋼で保護された作業領域
 ● 正確で効率の良い作業を可能にする研削量測定システム
 ● プロセス中に左右に往復移動可能なポリッシング ･ ヘッド
 ● 最適な研磨剤供給システムの構築が可能なモジュール方式
 ● 大型サンプルに対応できる広範囲の荷重 (50 ～ 750N)
 ● プロセスの効率化を推進する自動サンプル洗浄システム ( オプション )
 ● 研磨剤を均一に供給する可動式供給アーム

ヴァーダー ･ サイエンティフィック株式会社

大型サンプル用埋込プレス 　　　　　オパール 480

展示機
あります

オパール 480 は、大型のサンプルを樹脂に埋込むための加熱 ･ 加圧埋込プレ
スです。工程は設定したプログラムに従って自動的に行われます。埋込リン
ダーは工具を使わずに簡単に交換できます。
< 主な特徴 >
 ● 加熱 ･ 加圧埋込プレス
 ● 使いやすいスライド式開閉システム
 ● 大型液晶画面の付いた操作しやすいユーザーインターフェイス
 ● 埋込工程のプログラムを自由に設定して 18 件保存可能
 ●  4 種類から選択可能な加圧モード
 ● 油圧による加圧方式
 ● 水冷却による工程時間の削減
 ● 工具を使用せずに交換できる埋込シリンダー
 ●  30x60 mm または 40x60 mm の四角柱成形が可能
 ● 強固なアルミニウム筐体と粉体塗装

埋込シリンダー Φ 50､60､70 mm､30x60 mm､40x60 mm
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昨年11月に英国・グラスゴーで開催された第26回気候変動枠
組条約締約国会議において、日本を含む多くの国が2050年まで
に温室効果ガス排出量を実質ゼロにすることを表明しました。
それ以来、日本でもカーボンニュートラルを実現する技術開発
に、産官学が積極的に取り組んでいます。その中で、鉄鋼業は
二酸化炭素排出量の多い業界の筆頭に挙げられ、大変厳しい立
場に立たされています。しかし、カーボンニュートラルを実現
する技術には、その縁の下を鉄鋼材料がしっかりと支えている
ものがあります。ふぇらむ4月号のテクノスコープでは洋上風
力発電、そして今月号では固体酸化物形燃料電池に使われてい

る鉄鋼材料を紹介しました。いずれも、二酸化炭素排出量の非
常に少ない発電技術に鉄鋼材料が役立っていることを示してい
ます。もちろん、製鉄プロセスそのものにおける脱炭素化も重
要です。5月号では電気炉技術、そして来月号では直接還元鉄
により、二酸化炭素排出量を削減できる製鉄技術を紹介しま
す。様々な分野で地球温暖化対策の厳しい制約が求められるこ
れからの時代においても、その社会基盤をしっかりと支えられ
る鉄鋼材料を創っていきたいです。
� （Y.T.）
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ショットブラスト部品 インペラーユニット

溶湯金属測定消耗型熱電対

クリスタルサーモ

高精度・高品質
JIS 規格品 (JIS-C1602 : 2015)

先端: Ｕ字管(14、25 ｍｍ)
保護管長: 150～1170 mm
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■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Special Products社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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